
止血と血栓

言語: Japanese

出版者: 

公開日: 2017-10-04

キーワード: 

作成者: 松田, 保

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/2297/9460URL



金沢大学十全医学会雑誌 第109 巻 第 1 号 1 (2 0 0 0)

止血と血栓

H e m o st a si s a n d T h r o m b o si s

金沢大学医学部名誉教授

松･ 田

あらゆる動物は外傷を受けて出血する可能性が ある .

こ れ に対する止血 の 機序は, すべ て の 動物がも っ て い る

が
,
生体 の最も基本的な防御機構の

一 つ と して 重要であ

る . 人間の場合
,
外傷を受けて 血管が破れ るとそこ に血

小板がく っ つ い て破れをふ さ い で しまうこ とと ,
血液が

凝固する ことがそれ である.

魚 は人間と同じく体の 中に骨がある い わゆる脊椎動物

で あ っ て
,
体 の外側 に骨 にあたる甲羅をも っ て い る無脊

椎動物と は随分違 っ て い る . また脊椎動物の 血液は人間

と同じく ヘ モ グ ロ ビ ンを含んで い て , 赤い 色をして い る

が
! 無脊椎動物の血液中には, 鉄を含む

ヘ モ グ ロ ビ ン で

はなく
, 無色の 鋼の ある ヘ モ シ ア ニ ン が含まれ て い るが ,

両者 の 血液は いずれも凝固する性質をも っ て い る の であ

る .

魚 の 血液の 凝固の しかたは人間の それよりは随分簡単

で あるが, 基本的には同じで ,
血管の 破れたと ころ にく

っ っ い た 血小板の 表面を触媒と して 凝固因子が これ に付

着し
,
蛋白分解によ っ て 生 じたト ロ ン ビン が フ ィ ブリ ノ

ゲ ン を分解して フ ィ プリ ン
･ モ ノ マ

ー と し
,
そ の フ ィ プ

リ ン ･ モ ノ マ
ー が重合 して出来た フ ィ プリ ン

･ ポ リ マ ー

が 溶けなくな っ て ,
析出して凝固するの で ある ･

こ の最

終段階で は !
出来た フ ィ プリ ン

･ ポ リ マ ー を 強化する た

め に
, 第ⅩⅢ因子による分子間結合 を生ずる. なお

,
人

間の 場合は凝固因子の 種類が増え, 蛋白分解が繰り返さ

れ
,
こ の場合 1 個の 活性型凝固国子分子が数十個から千

個以上 の非活性型凝固因子分子を分解して活性型凝固国

子分子とする の で , 蛋白分解の たびに活性型凝固因子分

子の数はネズ ミ算的に増え, 血液の 凝固たは有利になる .

つ まりわれわれ人間は ,
止血 の点 で も魚よりはるか に進

化 した動物なの で ある .

た だ し
,
血液が固まりやすくな る ことは ,

止血と言う

面で は有利であるが ,
血管の 中で 血液が固まると血管を

ふ さ い で い わ ゆる血栓症をお こ し, ひ どい 循環障害をお

こす こ とになる . 動脈硬化によ っ て お こ る冠状動脈血栓

症 (心筋梗塞) , 脳動脈血栓症 (脳梗塞) な どや静脈血栓

症が
,
人間にと っ て ときに致命的となるこ とは良く知ら

れ て い る .

こ の ため
,
生体 には止血機序とともに これと全く矛盾

する血栓防止機序が存在する . それは健康な血管内膜と

深く関連 しており, 血小額の 凝集に対 して は血管内膜で

作られるプロ ス タサイクリ ン , 血液の 凝固に対して は血

中にア ンチトロ ン ビ ンな ど5 種類 の , また血管内膜にも

ト ロ ン ボ モ ジ ュ リ ン など少なくとも 3 種類の 蛋白が こ の

ような役割を演じて いる . た だ し
,
魚 で はア ンチ トロ ン

ビ ンが存在しない と言われ ,
土の ような血栓防止機序も

止血機序の 進化とともに進化した ことが考えられる . ま

た フ ィ プリ ンが形成され ると, そ れ自体がト ロ ン ビ ン を

吸着 して余分な凝固を防 い で い る. また トロ ン ビ ン は フ

ィ プリ ン ･ ポ リ マ
ー

を溶解する機序 (線洛と呼ばれる)

をス タ ー トさせ る働きもも っ て い る .

最近の 凝固因子の分子構造の検索からは, 多くの凝固

国子が消化酵素で あるトリ プシ ンと良く似て い る こ とが

判 っ たが , 感染の 防止と関連の 深 い補体の構造も凝固因

子と似て い る こ とが判 っ てきた.
フ ィ ブ リ ノ ゲ ンはそ の

一

部 が血管の外に存在して い る こ とが判 っ て い る が ,
お

そ らく血管外で フ ィ プリ ンが出来る ことは ,

一

種の ｢ 壁｣

と して 細菌が広が るの を防 い で い る の であ ろう . そう考

えると
, 感染に際して フ ィ ブリ ノ ゲ ン の 血中濃度が上が

る こと
,
また フ ィ プリ ンを溶かすス ト レプトキナ

ー ゼ を

作る溶連菌の 感染によ っ て お こ る丹毒の進行が速
い こ と

が納得できる .

無脊椎動物の凝固は血中の 爆発細胞が血管の破れたと

こ ろ にく っ つ く点で は ±
人間の 血液の凝固に似て い るが ,

凝固をお こ す蛋白が血渠で はなく, 爆発細胞中に含まれ

て い る こ と
,
凝固が ト ロ ン ビ ン で は なく第ⅩⅢ因子によ

る重合によ っ て お こ る点が異 っ て い る . それ で も感染と

凝固との 関連は密接で , エ ン ド トキ シ ン に よ っ て 無脊椎

動物であるカ ブトガ ニ の 血液の 固まる ことは ,

エ ン ドト

キ シ ン の 検出に リ ム ル ス
･ テ ス ト と し て 応用さ れ て い

る .

止血 と言う小さな側面から観るだけでも, 生体 の不思

議が痛感される の である .


